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本講演では、磁化測定を用いた高温超伝導（HTS）線材・導体の臨界電流評価および欠陥

の非破壊検査技術について報告する。まず、短尺および長尺の HTS 線材における磁化測定

を活用した評価手法を紹介する。HTS 線材は従来の低温超伝導線材を上回る臨界温度と臨

界磁場を有し、なだらかな電界―電流密度特性を持つことから、一般的に用いられる四端子

法による通電測定では臨界電流の評価が困難な領域が存在する。この課題に対し、相補的な

手法として磁化測定が用いられる。HTS 線材はテープ形状をしており、外部磁場の掃引に

よって誘起される遮蔽電流がつくりだす磁気モーメントを評価することで、臨界電流の測

定が可能となる。また、長尺線材においては、リール to リール方式で搬送しながら着磁・

計測を行うことで、非破壊・非接触かつ連続的に臨界電流分布を評価する手法が確立されて

いる[1-3]。次に、その発展として、核融合用マグネットの実用化を見据えた HTS 導体の非破

壊検査技術について報告する。本手法では、ツイスト構造を持つ導体への適用も考慮し、従

来の外部磁場掃引方式に代えて、試料を静磁場中で回転させることで局所的な劣化を検出

する[4]。最後に、本評価手法の有効性を示す最新の研究成果を紹介し、今後の課題と展望に

ついて述べる。 
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